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市
で
は
昨
年
度
か
ら
、県
立
広

島
大
学
の
研
究
者
が
行
う
地
域

資
源
を
活
用
し
た
農
林
業
振
興

や
環
境
保
全
の
研
究
に
対
し
助

成
す
る「
県
立
広
島
大
学
研
究
開

発
助
成
事
業
」
を
実
施
し
、
18
年

度
の
新
規
助
成
対
象
研
究
課
題

と
し
て
、表
１
の
と
お
り
３
点
の

課
題
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、大
学
の
研
究
者

が
所
有
す
る
シ
ー
ズ
（
種
）
を
活

用
し
た
研
究
成
果
を
商
品
化
・
事

業
化
に
結
び
付
け
、新
た
な
産
業

創
出
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
に
研
究
課
題
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
10
件
の
提
案
が
あ
り
、

審
査
を
経
て
３
件
の
研
究
課
題

を
助
成
対
象
と
し
て
決
定
し
ま

し
た
。

　
今
後
は
、研
究
に
取
り
組
む
研

究
者
と
連
携
し
な
が
ら
、研
究
の

成
果
が
事
業
化
、地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
17
年
度
に
採
択
し

た
５
つ
の
研
究
開
発
課
題
は
表

２
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
う
ち
、

２
年
間
の
研
究
期
間
を
設
け
た

①
か
ら
④
ま
で
は
現
在
も
研
究

が
進
め
ら
れ
、単
年
度
で
研
究
が

終
了
し
た
⑤
に
つ
い
て
は
、具
体

的
な
事
業
化
に
向
け
て
協
議
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆表1　平成18年度助成対象研究課題

◆表2　平成17年度助成対象研究課題

研究課題の内容

龍治　英 教授

前川俊清 助教授

宮本　誠 教授

近藤　悟 教授

森永　力 教授

江頭直義 教授

武藤徳男 教授

早田保義 教授

研究者氏名

機能性食品としてのユリの再評価と食
用ユリの系統選抜・育種

庄原市全域の農村観光資源に関するＧ
ＩＳ型データベースの製作

庄原市森林の持続可能な経営確立に向
けた制度的・技術的課題及びその適用方
法の解明

商品的に優れたりんご生産の研究。　　
研究品種を活用したジャム製品の開発

家畜から排出される糞尿の悪臭の除去
とメタン発酵の研究。低コストでの糞尿
処理技術の開発

天然鉱物を利用した排水浄化装置を地
元企業と共同開発。業務用から家庭用ま
で幅広い効果を想定

庄原地域の農産物の機能性を研究。農産
物や加工品の付加価値を高め、健康志向
にマッチした庄原ブランドを創出

木炭ペレットを活用した発電装置や新
たなエンジンシステムによる環境対応
型バスの開発

研究課題の内容 研究者氏名

新
た
に
３
課
題
を
採
択

　平成18年度第１回の地域審議会が６月下旬に市内７地区で開催されました。

　審議会では、長期総合計画の基本構想（素案）と実施計画事業の平成18年度予算措置状況ついて説明を行

い、さまざまな意見が交わされました。

●10年後の目標人口(43,000人)に向けた定住施策、人口減少対策を重点的に実施してほしい。

●商工業分野での記述が少ない。商工業の活性化対策を計画へ盛り込んでほしい。

●地域情報化の推進を積極的に図ってほしい。

●自治振興区(協働の視点)に関する項目を積極的に盛り込んでほしい。

●農業自立振興プロジェクトの充実と具体的な取り組みを強く望む。

　地域審議会での意見を踏まえ、基本構想（素案）の一部見直しを行い、今後、基本計画の策定を進めることに

しています。

平成18年度　第1回地域審議会

実施計画事業のH18予算措置状況
（一般会計）普通建設

比和地区地域審議会

＊審議経過・会議資料につきましては、市ホームページへ掲載しています。
■地域振興部企画課　鈎0824-73-1128

基本構想（案）への意見を募集します

●基本構想(案)の閲覧方法

　市ホームページ「長期総合計画」でご覧いただけます。

※意見提出用紙は、ホームページからダウンロードで

　きます。

●募集期間

　平成18年８月17日（木）まで

●意見の提出方法

　氏名または団体名、住所、電話番号をご記入のうえ、

次のいずれかの方法でお送りください。

　①持参の場合

　企画課または各支所地域振興課自治振興係

　②郵送・FAX・電子メールの場合

　庄原市地域振興部企画課あて

　〒727－8501

　広島県庄原市中本町一丁目10番1号

　FAX0824－72－3322

　メールアドレス

　kikaku-chousei@city.shobara.hiroshima.jp

●意見を提出できる方

　市内に住所を有する方または団体、市内に通勤・通

学されている方

①

②

③

①

②

③

④

⑤

全域事業

地域名 計画事業額(千円) 予算事業額(千円) 措置率(％)

庄原

西城

東城

口和

高野

比和

総領

合計

1,195,196

2,706,400

399,596

353,778

336,002

294,056

389,638

254,720

5,929,386

1,089,549

2,444,501

371,508

328,535

322,197

280,467

351,920

217,030

5,405,707

91.2

90.3

93.0

92.9

95.9

95.4

90.3

85.2

91.2

地
�
域
�
事
�
業

基本構想に対する主な意見は次のとおりです。

4月に行われた中間報告会




